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伯耆町議会だより第5号

野坂　明典

農
業
の
担
い
手
対
策

町
民
の
体
力
向
上
策

野
坂
　
連
合
の
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
及
び
支
部
の
人

選
は
決
ま
っ
た
か
。
職
員
の

人
件
費
は
介
護
保
険
内
で
賄

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
支
部
職
員
も
同
様
か
。

町
長
　
連
合
に
保
健
師
他
三

名
を
出
向
さ
せ
、
支
部
の
業

務
は
総
合
福
祉
課
総
合
生
活

相
談
室
に
お
い
て
行
い
、
人

件
費
は
す
べ
て
本
町
の
一
般

財
源
で
支
弁
す
る
。

野
坂
　
本
部
と
支
部
の
業
務

関
係
は
ど
う
な
る
の
か
。

町
長
　
本
部
で
は
介
護
予
防

給
付
の
利
用
支
援
な
ど
包
括

的
・
継
続
的
な
支
援
体
制
の

構
築
な
ど
中
枢
的
業
務
を
行

い
、
支
部
で
は

総
合
相
談
業
務

・
介
護
予
防
事

業
な
ど
を
行
う
。

野
坂
　
介
護
予

防
に
使
わ
れ
る

地
域
支
援
事
業

費
は
総
額
の
２

〜
３
％
と
さ
れ

て
い
る
が
伯
耆

町
に
ど
れ
ほ
ど

配
分
さ
れ
る
か
。

町
長
　
0.9
％
に

あ
た
る
千
三
百

四
十
万
円
の
う

ち
伯
耆
町
に
は

六
百
四
十
万
円
で
あ
る
。

野
坂
　
本
町
独
自
事
業
で
実

施
す
る
こ
と
に
な
る
今
後
介

護
保
険
に
移
行
さ
れ
る
恐
れ

の
あ
る
方
の
選
定
は
。

町
長
　
特
定
高
齢
者
の
候
補

は
基
本
健
康
診
査
で
生
活
機

能
評
価
の
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施

す
る
。
ま
た
、
現
在
予
防
関

連
事
業
を
利
用
さ
れ
て
い
る

方
達
に
つ
い
て
は
主
治
医
と

連
携
し
て
個
別
に
把
握
し
て

い
く
。

野
坂
　
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議

会
委
員
の
選
定
は
ど
の
よ
う

に
な
さ
れ
た
か
。

町
長
　
い
ま
の
暫
定
的
委
員

に
代
わ
っ
て
四
月
よ
り
新
た

に
選
任
す
る
。

野
坂
　
保
険
料
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
た
か
。

町
長
　
基
準
額
は
月
額
四
千

三
百
五
十
円
と
し
た
。�

野
坂
　
農
業
の
担
い
手
と
は

ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

町
長
　
認
定
農
業
者
を
始
め

意
欲
を
持
っ
て
農
業
に
取
り

組
も
う
と
さ
れ
て
い
る
方
も

広
く
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。

野
坂
　
認
定
農
業
者
は
数
年

前
か
ら
あ
ま
り
増
加
し
な
い

が
な
ぜ
か
。

町
長
　
僅
か
で
あ
る
が
増
え

つ
つ
あ
る
が
、
地
域
の
担
い

手
と
し
て
重
要
な
一
員
で
あ

る
の
で
今
後
も
よ
り
一
層
の

啓
発
普
及
に
努
め
る
。

野
坂
　
各
種
助
成
の
あ
る
集

落
の
法
人
化
の
対
処
は
。

町
長
　
集
落
営
農
の
組
織
化

の
機
運
が
出
始
め
て
い
る
。

　
集
落
の
合
意
形
成
を
図
る

必
要
が
あ
り
、
説
明
会
を
実

施
す
る
な
ど
推
進
を
図
っ
て

い
く
。�

野
坂
　
成
人
の
体
力
は
幼
年

期
・
少
年
期
に
基
礎
が
固
ま

る
と
思
う
し
、
青
年
期
の
体

力
が
、
高
・
老
年
期
に
な
っ

た
と
き
の
体
力
に
及
ぼ
す
影

響
は
大
き
い
と
思
う
が
、
町

民
の
体
力
向
上
策
は
。

勝
部
教
育
委
員
長
　
県
が
行

っ
た
児
童
・
生
徒
の
体
力
テ

ス
ト
の
結
果
か
ら
も
食
事
・

積
極
的
な
身
体
運
動
が
健
康

や
体
力
の
増
進
に
大
き
く
寄

与
し
て
い
る
。

　
町
で
は
各
種
ス
ポ
ー
ツ
活

動
、
野
外
活
動
な
ど
の
メ
ニ

ュ
ー
を
用
意
し
て
町
民
の
体

力
向
上
に
努
め
て
い
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参
加
は
、

体
を
鍛
え
、
礼
を
知
り
、
友

と
協
力
す
る
心
を
養
う
こ
と

が
期
待
さ
れ
、
個
人
の
完
成

の
み
な
ら
ず
、
世
の
中
の
た

め
に
も
必
要
で
あ
り
、
生
涯

の
基
礎
と
な
る
も
の
と
信
じ

て
い
る
。

新
し
い
介
護
保
険
料
は

新
し
い
介
護
保
険
料
は

基
準
額
を
四
千
三
百
五
十
円
と
す
る

基
準
額
を
四
千
三
百
五
十
円
と
す
る

総合福祉課福祉支援室
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